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１ 高知県の海岸

海岸保全区域延長
（m）

海岸線延長
（m）

海岸数所 管

８８，６８９３３７，３３７１３４国土交通省 水管理・国土保全局

７９，４１９１７５，０８８１９国土交通省 港湾局

８０，０１３１５７，２９２８８農林水産省 水産庁

３４，９０１３５，００１４２農林水産省 農振局

２，３６０２，３６０４水管理・国土保全局 農振局 共管

６，０８４河口部

２８５，３８２７１３，１６２２８７合 計

足摺岬

室戸岬

県東部の海岸線（室戸市）県中央部の海岸線（香南市）

県西部の海岸線（土佐清水市）
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２ 高知県の主な海岸事業

河：野根海岸（高潮）

河：岸本海岸（高潮）

港：室津港海岸（津波・高潮）

漁：穴内漁港海岸（侵食）

漁：吉川漁港海岸（高潮）

漁：安和漁港海岸（高潮）

漁：大浜漁港海岸外（津波・高潮）

河：新田海岸（高潮）
港：宿毛湾港海岸（高潮）
農：大深浦海岸（津波補助）

漁：宇佐漁港海岸（高潮）

港：高知港海岸（連携補助・高潮）

凡 例
○ ： 漁港海岸（県）
○ ： 漁港海岸（市町村）
○ ： 河川海岸
○ ： 港湾海岸
○ ： 農地海岸

※メンテナンス事業除く

港：佐喜浜港海岸（津波・高潮）

河：岩戸海岸（侵食） 離岸堤整備

河：菜生海岸（津波・高潮）

河：鹿岡海岸（津波・高潮）

河：高知海岸（直轄事業）

港：高知港海岸（直轄事業）

港：奈半利港海岸（津波補助）
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昭和南海地震における津波被害

竜地区

井尻地区

宇佐地区

新居地区

【事業の目的】

宇佐漁港の背後は人家密集地があ
り、昭和南海地震（S21年・1946年）に

では、津波により甚大な被害を受けて
いる。

今後３０年間に７０～８０％の確率で
発生が予想されている南海トラフ地震
及びそれに伴う津波から地域を守る
ため、海岸施設の改良を行う。

【事業概要】

総事業費：１６２億円
事業期間：Ｈ２５ ～ Ｒ１３

： 水門（改良） N=2門
： 護岸（改良） L=  834m
： 堤防（改良） L=4,961m

３ 宇佐漁港海岸における地震津波対策

鋼管杭

宇佐地区における耐震対策のイメージ

県道須崎仁ノ線
（緊急輸送道路）

宇佐漁港海岸
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As
As

T.P.＋9.50
完成時堤防高

鋼管矢板φ1000 t10mm
L=10.50m, @1.18m(SKK400)

継手(L-200×200×20)
L=5.00m(SS400)

H.W.L T.P.＋0.684(DL＋1.80)
【春分・秋分時の満潮位】

L.W.L T.P.－1.116(DL±0.00)
【春分、秋分時の干潮位】

津波水位 T.P.＋6.80

H.H.W.L T.P.＋3.284(DL＋4.40)
【観測史上最高潮位S45】

地震による地盤沈下が起きても、
Ｌ１津波の高さに
耐えられる高さを計画

地震による地盤の変形、液状化
が起きても、
津波の水圧に耐えられるよう、
地盤に鋼管杭（鋼管矢板）を圧入

対象とする津波：発生頻度の高い津波（Ｌ１津波） T.P.＋3.8～8.0
最大クラスの津波※に比べて発生頻度が高く、津波高は低いものの大きな被害をもたらす津波

※最大クラス(L2津波）：発生頻度は低いものの、発生すれば甚大な被害をもたらす最大クラスの津波 T.P+24.0(内閣府公表値）

対象とする地震：発生頻度の高い津波（Ｌ１津波）を引き起こす地震

３ 宇佐漁港海岸における地震津波対策

地震津波対策の考え方

2.66m
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地震後の堤防高 T.P.+6.84

広域地盤沈降量 -2.03m
その他沈下 -0.63m
合 計 -2.66m



３ 宇佐漁港海岸における地震津波対策

新居地区（平成２８年６月に対策完了）

海側 陸側

▽ 設計津波高さ T.P.+8.00

計画天端高

T.P. +10.50

対策前

対策後
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▽ 設計津波高さ T.P.+6.80

３ 宇佐漁港海岸における地震津波対策

宇佐地区（東側）

既
設護

岸
法
線

R.W.L T.P.＋0.08

防
潮
堤
法線

As
As

T.P.＋9.50

T.P.＋3.50

T.P.＋2.50

T.P.＋7.50

完成時天端高

T.P.－7.00

胸壁コンクリート

1.50

0.750.75

鋼管杭φ1000 t10mm
L=10.50m, @1.18m(SKK400)

継手(L-200×200×20)
L=5.00m(SS400)

T.P.－1.50

0.25

0.50 1.00

2.
0
0

0.25

5.
00

7
.0

0

T.P.＋6.60
暫定時天端高

段階施工

T.P. +6.60

海側 陸側

計画天端高

T.P. +9.50

対策前

対策後
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T.P.+2.20

T.P.-7.80

T.P.+9.50

1:0.5

T.P.+1.20 T.P.+1.10

0.50

1.50

1.00

T.P.-2.10

1:
1.
5

1:1.0

盛土

アスファルト舗装

T.P.-5.81

捨てコンクリート
t=10cm

L=10.00m
鋼管杭 φ1,000x10t(S

L=4.30m
継手材 2L-200x200x20

1:0.5

1.00掘削 0.50

T.P.+7.50

T.P.+6.60

T.P -0.52

３ 宇佐漁港海岸における地震津波対策

宇佐地区（中央部）

段階施工

T.P. +6.60
▽ 設計津波高さ T.P.+6.80

計画天端高

T.P. +9.50

対策前

対策後

海側 陸側

8



３ 宇佐漁港海岸における地震津波対策

対策前

写真

井尻地区

段階施工

T.P. 4.50
▽ 設計津波高さ T.P.+4.20

計画天端高

T.P. +6.70海側 陸側

対策前

対策後
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３ 宇佐漁港海岸における地震津波対策

対策前

写真

対策後

写真

竜地区

対策前

対策後

海側 陸側

段階施工

T.P. +6.20

▽ 設計津波高さ T.P.+6.80

計画天端高

T.P. +9.00海側 陸側
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南海トラフ巨大地震・津波に備えるため、
高知港海岸においては、三重防護の方針により
海岸保全施設を整備することで、
地域の安全・安心を守る。

【事業の目的】

【事業の概要】

高知港海岸における三重防護のイメージ

・事業期間：平成28年度～令和13年度

・総事業費：640億円（国390億円・県250億円）

※第１ラインは含まず

・整備内容：

第１ライン ：港湾施設
第２及び第３ライン：海岸保全施設

（全体計画） （うち県施工分）
津波防波堤 230m －
水門 4基 1基
陸閘 1基 －
胸壁 483m 483m
堤防(改良)  4,878m 2,158m
護岸(改良) 15,401m 8,048m
胸壁(改良)  8,105m 4,152m
陸閘(改良)    99基 50基

高知港湾合同庁舎
（高知海上保安部、高知税関支署、

高知運輸支局）

376

32

32

366

34

44

384

56

高知市消防団本部

++

+ +

+

+

+
+

+

+

+

+

県高知土木事務所
[防災ｽﾃｰｼｮﾝ]

高知第2地方合同庁舎
（財務事務所、自衛隊
高知地方協力本部等）

JR高知駅

高知県
警察本部

高知県庁
高知市役所

35

+
+

+

高知港湾・空港整備事務所

浦戸湾地区

第3ライン

第2ライン

湾口地区

第1ライン

（港湾施設）

凡 例
：第1ライン(港湾施設)
：第2ライン
：第3ライン
：直轄施工箇所
：高知県施工箇所

４ 高知港海岸における地震津波対策（浦戸湾の三重防護事業）

高知港海岸
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[昭和南海地震直後の高知市]

[現在の高知市]

南海トラフで発生する地震（M8～9クラス）は、今後30年以内の発生確率が70～80％
にまで上昇しており、震度７の揺れと津波の脅威は刻々と増している。

県人口の約47％が集中し、経済・都市機能が集積する県都・高知市を
中心とする高知県中央部の被害最小化のために、浦戸湾の地震・津波対
策が急務となっている。

４ 高知港海岸における地震津波対策（浦戸湾の三重防護事業）
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■ 昭和21年12月 昭和南海地震による津波浸水被害

菜園場町

■ 昭和45年8月 台風第１０号による甚大な高潮被害

堤防決壊箇所（葛島橋付近）

（地盤沈下による浸水）

若松町

○ ＪＲ高知駅

・県沿岸で４～６ｍの津波を観測
・高知市内の地盤沈降量は 最大で １．２m
・堤防の決壊により、 高知市内は数ヶ月に渡り浸水

農人町

下田川

鏡川

国
分
川

青柳橋

江ノ口川

浦戸湾

４ 高知港海岸における地震津波対策（浦戸湾の三重防護事業）

※現在の浦戸湾の防潮堤は、この台風第１０号災害を踏まえ整備されたもの

知寄町２丁目

（前頁

＜高知市の被害＞

・浸水面積：２，７３３ha

・下知、五台山地区：２～４日間浸水

死 者 5 名
負傷者 159 名
全 壊 390 世帯
半 壊 13,530 世帯
床上浸水 4,163 世帯
床下浸水 5,964 世帯
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• 高知市の中心部は浦戸湾奥部に位置するという地理的特性を踏まえ、
第1ライン：第一線防波堤（港湾施設）

第2ライン：湾口地区 津波防波堤、外縁部堤防等
第3ライン：浦戸湾地区 内部護岸等

の3ラインでの対策による｢三重防護｣による対策を進める。

• 発生頻度の高い津波（レベル１津波）に対しては、堤内地の浸水を防護（防災）

• レベル１津波を超える津波（最大クラスの津波（レベル２津波）を含む）に対しては、
浸水範囲及び浸水深を減少させるとともに、浸水するまでの時間を遅らせる（減災）

高知港海岸における三重防護のイメージ

第3ライン
浦戸湾地区 内部護岸等

【効果】
・護岸の倒壊や背後地浸水の防止等

第2ライン
湾口地区 津波防波堤、外縁部堤防等

【効果】
・津波の侵入や北上の防止・低減

第1ライン
第一線防波堤（港湾施設）

【効果】
・津波エネルギーの減衰
・高知新港の港湾機能の確保

第3ライン
浦戸湾地区 内部護岸等

第2ライン
湾口地区 津波防波堤、外縁部堤防等

第1ライン 第一線防波堤

４ 高知港海岸における地震津波対策（浦戸湾の三重防護事業）
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第２、第３ラインの整備（海岸保全施設整備事業）

護岸等の整備イメージ

▽ 満潮水位

海底地盤

▽ レベル１津波水位

▽ 満潮水位

海底地盤※必要に応じて地盤改良を実施

侵入しない

住宅

地震前（Before） 地震後（After）

住宅

(※)地震の影響による沈下･･･ ①地殻変動による沈降量 ②液状化現象による沈降量 があっても津波が浸入しない高さに嵩上げ

①地殻変動による沈降量:高知港海岸を含む高知県中央部は、南海トラフ沖を震源とする地震により約２ｍの地盤沈降が想定されている

• 護岸等の嵩上げや変位量に応じた地盤改良により、発生頻度の高い津波（レベル１津波）に対して、
背後地へ津波の浸入を許さない整備を実施

• レベル１津波を超える津波に対して、施設が粘り強く防護効果を発揮できるよう、
粘り強い構造への補強を実施

• 現地調査や断面設計により、必要な嵩上げ高さ、地盤改良工法などを検討

※必要に応じて地盤改良を実施

嵩上げ部

（※）

地震の影響による沈下

既設護岸

４ 高知港海岸における地震津波対策（浦戸湾の三重防護事業）
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3

44

藻洲潟工区

御畳瀬工区

浦戸工区

桂浜工区

種崎（外縁）工区

種崎工区

仁井田工区

タナスカ工区

吸江工区
弘化台工区

若松町工区

中の島工区

横浜工区

西孕工区

萩町工区

桟橋通工区

長浜工区

新田町工区 高須地区

潮江地区

浦戸湾地区

湾口地区

凡 例
：高知県施工箇所
：国直轄施工箇所

瀬戸工区

４ 高知港海岸における地震津波対策（浦戸湾の三重防護事業）

国と高知県との役割分担
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横浜工区 本体工（R6.3撮影）

全体 L=約2,760m

R5d迄施工箇所 L=約 784m

西孕工区 本体工（R5.11撮影）

全体 L=約305m

R5d迄施工箇所 L=約305m

全体 L=約1,050m

R5d迄施工箇所 L=約 736m

吸江工区 本体工（R5.11撮影） 凡 例（高知県施工箇所）
：令和５年度迄着手済箇所
：令和６年度施工予定箇所
：計画箇所

整備進捗率（延長ベース）
高知県事業：約31％（R5d末時点）

凡 例（直轄施工箇所）
：令和５年度迄着手済箇所
：令和６年度施工予定箇所
：計画箇所

整備進捗率（延長ベース）
直轄事業：約11％ （R5d末時点）

：整備不要区間

タナスカ工区

吸江工区

若松町工区

新田町工区

種崎（外縁）工区

横浜工区

港町工区

西孕工区

瀬戸工区

タナスカ工区 北護岸・西護岸 本体工（R5.12撮影）

北護岸区間 L=約655m、R5d施工箇所 L=約50m

西護岸区間 L=約190m、R5d施工箇所 L=約70m

千松公園東区間 L=約870m
R5d施工箇所 L= 370m

種崎（外縁）工区 本体工（R5.3撮影）

津波防波堤(桂浜側) L=約80m
R5d ケーソン2函製作

４ 高知港海岸における地震津波対策（浦戸湾の三重防護事業）

第２、第３ラインの整備状況（令和５年度末）

津波防波堤（桂浜側）
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鋼管杭 φ1300 t14
L=27.0m

４ 高知港海岸における地震津波対策（浦戸湾の三重防護事業）

若松町工区
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▽ 設計津波高さ
T.P.+3.30

計画天端高 T.P. +5.30

施工中 完成

対策前

対策前

対策後

対策後

旧堤

旧堤地震後天端高 T.P. +3.33
1.97m

広域地盤沈降量 -1.94m
その他沈下 -0.03m
合 計 -1.97m



４ 高知港海岸における地震津波対策（浦戸湾の三重防護事業）

新田町工区

19

施工中対策前

対策後施工中

対策後 対策後

▽ 設計津波高さ
T.P.+2.90

地震後天端高 T.P. +2.96

1.94m

広域地盤沈降量 -1.94m
その他沈下 -0.00m
合 計 -1.94m

計画天端高 T.P. +4.90



松田川（右岸）
耐震対策済み

宿毛駅

宿毛高校

宿毛警察署

宿毛小学校

宿毛市役所

幡多土木事務所
宿毛事務所

東宿毛駅

片島中学校

宿毛湾港

浸水エリア

大島小学校

大島漁港海岸

きぼうが丘保育園

５ 宿毛市における地震津波対策（新田海岸・宿毛湾港海岸・大深浦海岸・大島漁港海岸）

宿毛市

宿
毛
湾
港
海
岸

宿
毛
湾
港
海
岸

大深浦海岸

被害想定
◆中心市街地３６２ｈａが浸水

（うち優良農地６３ｈａが浸水）
◆４０日を超える長期浸水

整備効果
◆長期浸水が２週間余りで解消

◆社会経済活動の早期回復

新田海岸
完了

国道３２１号

現在の状況事業概要海岸名所 管

工事完了
（事後補償を実施中）

堤防等（改良）L=768m新田海岸水国

一部、工事完了堤防等（改良）L=4,200m宿毛湾港海岸港湾

事業実施中堤防等（改良）L=1,150m大深浦海岸農振

事業未着手堤防等（改良）L=1,200m大島漁港海岸漁港

新田海岸大深浦海岸

浸水被害の最小化と早期の経済活動の復旧・復興に向けた４省庁海岸の地震・津波対策 （長期浸水対策）

20
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宿毛市長期浸水対策堤防高

広域地盤沈降 2.26m

+朔望平均満潮位 1.08m

+余裕高 0.50m

合計 TP≒ 3.90m

５ 宿毛市における地震津波対策（新田海岸・宿毛湾港海岸・大深浦海岸・大島漁港海岸）

南海トラフ地震発生時

・約１２mの津波
・２ｍを超える広域地盤沈降
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新田海岸 Ｌ＝７６８ｍ
R５年３月完成

松田川

５ 宿毛市における地震津波対策（新田海岸・宿毛湾港海岸・大深浦海岸・大島漁港海岸）

新田海岸（工事完了）
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1:0.3

TP-3.70(-4.44)

TP-0.70(-1.44)

被覆ブロック 2.0t型

基礎栗石

TP-0.20(-0.94)

覆土

止水矢板 L=6.00m

(SP-10H型)

差し筋 D16(SD345) L=0.50m

TP+2.30(+1.56)

5001150500
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0
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0.
5

TP+3.90(3.16)

R=1
.50

m

差し筋 D16(SD345) L=0.50m

ctc.1.00m

TP±0.00(-0.74)

1:0.4

TP+2.57(+1.83)

1
:0.3

計画天端高 T.P.+3.90

５ 宿毛市における地震津波対策（新田海岸・宿毛湾港海岸・大深浦海岸・大島漁港海岸）

新田海岸（工事完了）

標準断面図
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施工中

対策後

▽ H.W.L T.P.+1.08

広域地
盤沈降
2.26m

地震後天端高 T.P.+1.64

（余裕高0.5m含む）



旧堤

市道

県道354号

海風公園

完 成

未施工

５ 宿毛市における地震津波対策（新田海岸・宿毛湾港海岸・大深浦海岸・大島漁港海岸）

宿毛湾港海岸

宿毛湾港海岸 Ｌ＝８０８ｍ
R６年３月完成

宿毛クリーンセン
ター
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５ 宿毛市における地震津波対策（新田海岸・宿毛湾港海岸・大深浦海岸・大島漁港海岸）

宿毛湾港海岸

宿毛クリーンセン
ター

標準断面図
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対策後
完成未施工

※現在は、完成

計画天端高 T.P.+3.90

▽ H.W.L T.P.+1.08

広域地
盤沈降
2.26m

地震後天端高 T.P.+1.64
（余裕高0.5m含む）



大深浦海岸

５ 宿毛市における地震津波対策（新田海岸・宿毛湾港海岸・大深浦海岸・大島漁港海岸）

大深浦海岸 L=1,150m

： Ｒ５年度まで

： Ｒ６年度（施工中）

： 残工事
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大深浦海岸

５ 宿毛市における地震津波対策（新田海岸・宿毛湾港海岸・大深浦海岸・大島漁港海岸）

標準断面図

①

②

①
②
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▽ H.W.L T.P.+1.08

広域地
盤沈降
2.26m

地震後天端高 T.P.+1.64
（余裕高0.5m含む）

計画天端高 T.P.+3.90
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６ 高知県防災キャラクター Ⓒやなせたかし

たいさくくん
少しあわてんぼう。

ヘルパちゃん
やさしいが、少しおせっかい。

トラフ博士
国立Ｋ大学名誉教授。
地震の権威で物知り博士。
昭和南海地震で、死にかけた経験をもつ。

ゆうどうくん
トラフ博士の助手。
責任感は強いが、ただいま勉強中。
走りには自信あり。

じしんまん
とにかく、人を困らせることが趣味の
いやなやつ。
普段は地下の秘密基地で、筋トレに励む。
時々、力試しのため、地震を起こす。

つなみまん
じしんまんの手下。
優柔不断で一旦怒ると手がつ
けられない。


